
 

 

 

 

 

 

１．現状や課題を踏まえた負担調整措置のあり方 

  令和３年度与党税制改正大綱において、「税負担の公平性や市町村の基幹

税である固定資産税の充実確保の観点から、負担調整措置のあり方について

引き続き検討を行う」とされていること等を踏まえ、次回評価替えに向けた

具体的対応策の検討を行う。 

２．使用者課税のガイドラインの見直し 

使用者を所有者とみなす制度に関し、技術的助言として示されている使用

者課税のガイドラインについて、地方団体に意見照会を行い、寄せられた意

見を踏まえ、改定に向けた検討を行う。 

 

  
 
テーマ１．  

第１回（７月１２日） 

 ・負担水準の現状や独自の特例措置の創設経緯等について 

（総務省、東京都、神戸市） 

第２回（９月１日） 

 ・負担の均衡化に向けた具体的対応策についての意見交換 

第３回（９月下旬～１０月上旬） 

 ・次回評価替えに向けた負担調整措置のあり方についての意見交換 

第４回（２月） 

 ・報告書とりまとめ 
 

テーマ２．  

第２回（９月１日） 

・地方団体へのアンケート結果のとりまとめ 

・改定すべき論点の提示 

 第３回（９月下旬～１０月上旬） 

  ・改定案の中間とりまとめ、意見交換 

 第４回（２月） 

  ・改定案とりまとめ 

令和４年度 地方税における資産課税のあり方 
に関する調査研究委員会 開催要綱（案） 

審議スケジュール 
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